
 

 

 

 

平素よりたくさんのご紹介誠にありがとうございます。 

 

いつもご紹介ありがとうございます。 

7 月 紹介数  

内科 38 整形外科 30 腎・透析センター 2 歯科口腔外科 32 

内科 ER 135 放射線科 112 内視鏡 44 消化器内科 52 

外科 54 脳神経外科 1 呼吸器外科 0 眼科 1 

泌尿器科 43 小児科 23 胸部心臓血管外科 4 乳腺外科 10 

産婦人科 120 緩和ケア外科 41 循環器内科 72 呼吸内科 1 

皮膚科 2 精神科 1 リハビリ科 5 合計 823 

 

 

 

 当院では、直腸癌に対する根治手術においてロボット支援下手術（da 

Vinci）を積極的に導入しています。狭小な骨盤内での高難度手技を要する直

腸切除において、da Vinci の三次元拡大視野と多関節鉗子の精密な操作性は、

まさに外科医の“もう一つの手”として強力なアドバンテージを発揮します。  

当院のロボット直腸手術では、側方郭清を要する症例や肛門温存をめざす

超低位前方切除でも高い R0 切除率と低侵襲性を両立しており、術後排尿・

性機能などの自律神経温存にも優れた感触を得ています。局所再発の抑制や

術後合併症の軽減も期待され、臨床現場での評価は日増しに高まっています。

以前から、TaTME, TaTPE などでも培ってきた骨盤微細解剖の理解と、ロ

ボットの優れた３D の目とブレない鉗子の力の融合により一段上の直腸癌手

術が完成したと自負しています。また、実感として患者さんのスムーズな回復には目を見張るものを感じま

す。 

今後、再発例に対するロボットアプローチの応用も視野に入れつつ、当科では引き続き症例の集積と治療

成績の検証を重ね、地域のがん医療の質向上に貢献してまいります。御紹介・御相談等ございましたら、ぜ

ひお気軽にご連絡ください。                消化器センター長/副病院長 山口 拓也 
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このたび耳原総合病院 形成外科に着任いたしました橋田弘鈴

（はしだこうれい）と申します。2017年に和歌山県立医科大

学を卒業後、中四国地方の総合病院で勤務を重ね、形成外科専門

医を取得しました。これまでに、皮膚腫瘍、眼瞼下垂、熱傷、小

児先天疾患、難治性潰瘍など幅広く経験してきました。現在は一

人診療体制のため不慣れな点もありますが、皮膚腫瘍の切除や傷

跡の治療など、小手術を含めた外来診療を積極的に行っていま

す。診療は幅広く対応しておりますので、お困りのことがあれば

ぜひご相談ください。地域の皆様に信頼いただける医療を目指してまいりますので、今後ともご

指導・ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊本学習会は、大阪府医師会生涯研修申請予定です。（2単位） 

    

 

新入職医師紹介～形成外科～                橋田
は し だ

 弘
こう

鈴
れい

 医師 

第 29 回 耳原総合病院 地域医療連携をすすめる会 ご案内 

 
第 1 部 ●当院の診療科の紹介   

  講演 1：心房細動に対する新しい治療法 

「パルスフィールドアブレーション」を開始しました   

副病院長 石原昭三 

  

講演 2：当院のがん診療のこれまでとこれから   

副病院長 山口拓也 

 

 講演 3：腎透析センターの取り組み（仮） 

     腎臓内科部長 大矢麻耶 

第 2 部 ● 懇親会  

 

日時 10 月 11 日（土） 

15：00～ 
開催場所 

フェニーチェ堺    

3F 文化交流室 

資格：形成外科専門医 

所属学会：日本形成外科学会 

形成外科・診療体制表 
           

月 火 水 木 金 土
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